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リオデジャネイロ政治・経済（2014年８月）
１．政治・社会

（１）政治（世論調査）
1 リオデジャネイロ州（調査会社：IBOPE、調査期間：８月２３～２４日、前回調査は７月２６～２８日に実施）
州知事選候補　　　　　　　　　　　　　　　　　


支持率（前回）　　
拒否率（前回）
アントニー・ガロチーニョ連邦下院議員（ＰＲ）　

２８％（２１％）　
３５％（４４％）
ペザォン州知事（ＰＭＤＢ）　　　　　　　　　　


１８％（１５％）　
２０％（１７％）
マルセロ・クリヴェラ上院議員（ＰＲＢ）　　　　

１６％（１６％）　
１９％（１５％）
リンジベルギ・ファリアス上院議員（ＰＴ）　　　

１２％（１１％）　
１９％（１７％）
上院議員選候補







ロマーリオ連邦下院議員（ＰＳＢ）　　　　　　　　　　　
３７％（２４％）
セザル・マイア市議会議員（前リオ市長）（ＤＥＭ）　　　
２２％（１７％）
エドゥアルド・セーラ（教師）（ＰＣＢ）　　　　　　　　

　５％（　７％）
カルロス・ルピ元労働大臣（連邦下院議員）（ＰＤＴ）　　
　３％（　５％）
各候補の所属
	連立名称「リオ・ナンバー１（O RIO EM 1 LUGAR）」
ＰＭＤＢ／ＰＰ／ＰＳＣ／ＰＴＢ／ＰＳＬ／ＰＰＳ／ＰＴＮ／ＤＥＭ／ＰＳＤＣ／ＰＲＴＢ／ＰＨＳ／ＰＭＮ／ＰＴＣ／ＰＲＰ／ＰＳＤＢ／ＰＥＮ／ＰＳＤ／Ｓｏｌｉｄａｒｉｅｄａｄｅ（合計１８）

	州知事候補：　ペザォン現州知事（ＰＭＤＢ）



副知事候補：　フランシスコ・ドルネレス上院議員（ＰＰ）　
上院議候補：　セザル・マイア前リオ市長（ＤＥＭ）
  


	「人民前線連合(COLIGACAO FRENTE POPULAR)」
ＰＴ／ＰＳＢ／ＰＶ／ＰＣｄｏＢ

	州知事候補：　リンジベルギ・ファリアス上院議員（ＰＴ）


副知事候補：　ロベルト・ヴァグネル・ロッコ（環境保護主義者、ＰＶ）

上院議候補：　ロマーリオ連邦下院議員（ＰＳＢ）



	「共和・労働者連合(Alianca Republicana e Trabalhista)」
ＰＲ／ＰＴｄｏＢ／ＰＲＯＳ

	州知事候補：　アントニー・ガロチーニョ連邦下院議員（ＰＲ）


副知事候補：　マルシオ・ガルシア・リオ市議会議員（ＰＲ）


上院議候補：　リリアン・サ連邦下院議員（ＰＲＯＳ）



	ＰＲＢ

	州知事候補：　セロ・クリヴェラ前漁業養殖大臣（ＰＲＢ）


副知事候補：　ゼ・アブレウ陸軍予備軍将軍（ＰＲＢ）


上院議候補：　スチアォン・ネーヴェス候補（ＰＲＢ）




②ミナスジェライス州（調査会社：IBOPE、調査期間：８月２３～２４日、前回調査は７月２６～２８日に実施）
州知事選候補　　　　　　　　　　　


支持率（前回）
フェルナンド・ピメンテル元開発商工大臣（PT）　　

３７％（２５％）
ピメンタ・ダ・ヴェイガ元通信大臣（PSDB）　　　　

２３％（２１％）

タルシジオ・デルガド（PSB）　　　　　　　　　　　 


　３％（　３％）
上院議員選候補　　　　　　　　　　　　　　



アントニオ・アナスタジア前州知事（PSDB）　　　　　　　
４５％（３８％）
ジョズエ・ゴメス（企業家、PMDB）　　　　　　　　　　　　
１０％（　７％）
マルガリダ・ヴィエイラ候補（PSB）　　　　　　　　　　

　２％（１５％）
各候補の所属
	連立名称「あなたのためのミナス（MINAS PRA VOCE）」
ＰＴ／ＰＭＤＢ／ＰＲＢ／Ｐｒｏｓ／ＰＣｄｏＢ

	州知事候補：　ピメンテル前開発商工大臣（ＰＴ）

副知事候補：　アントニオ・アンドラーデ連邦下院議員（ＰＭＤＢ）

上院議候補：　ジョズエ・アレンカール候補（企業家、ＰＭＤＢ）

	「全てはミナスのために（TODOS POR MINAS）」
ＰＳＤＢ／ＰＰ／ＤＥＭ／ＰＳＤ／ＰＴＢ／ＰＰＳ／ＰＶ／ＰＤＴ／ＰＲ／ＰＭＮ／ＰＳＣ／ＰＳＬ／ＰＴＣ／ＰＴＮ／Ｓｏｌｉｄａｒｉｅｄａｄｅ（合計１５）

	州知事候補：　ピメンタ・ダ・ヴェイガ元通信大臣（ＰＳＤＢ）
副知事候補：　ジニス・ピニェイロ上院議員（ＰＰ）
上院議候補：　アントニオ・アナスタジア前州知事 （ＰＳＤＢ）

	「ミナスの変革（MINAS QUER MUDANCA）」

ＰＳＢ／ＰＲＴＢ／ＰＰＬ

	州知事候補：　タルシジオ・デルガド上院議員（ＰＳＢ）
副知事候補：　シルヴィア・レイス（ＰＲＴＢ）

上院議候補：　マルガリダ・ヴィエイラ（教師、ＰＳＢ）


③エスピリトサント州（調査会社：IBOPE社、調査期間：８月２６～２８日）
州知事選　　　　　　　　　　　　　


支持率
パウロ・アルトゥンギ前州知事(ＰＭＤＢ)　


４４％
ジョゼ・レナト・カザグランデ現州知事（ＰＳＢ）　　　

３０％

ロベルト・カルロス州議会議員 (ＰＴ)　　　　　　　　　　

　３％
上院議員選　　　　　　　　　　　　　　



ジョアン・コゼル候補（弁護士、ＰＴ）
　　　　　　
２８％
ロゼ・デ・フレイタス連邦下院議員（ＰＭＤＢ）　　　　　　　　　　　２２％
ネウシマール・フラガ候補（企業家、ＰＶ）　　　　　　　　

１３％
各候補の所属
	連立名称：「エスピリトサントの可能性（ＥＳＰＩＲＩＴＯ ＳＡＮＴＯ ＰＯＤＥ ＭＵＩＴＯ ＭＡＩＳ）」
ＰＭＤＢ／ＰＳＤＢ／ＤＥＭ／ＳＤ／ＰＥＮ／ＰＲＯＳ／ＰＲＰ

	州知事候補：　パウロ・アルトゥンギ前州知事(ＰＭＤＢ)
副知事候補：　セザル・コルナゴ連邦下院議員（ＰＳＤＢ）
上院議候補：　ロゼ・デ・フレイタス連邦下院議員（ＰＭＤＢ）

	エスピリトサントの前進（ＰＲＡ ＦＲＥＮＴＥ ＥＳＰＩＲＩＴＯ ＳＡＮＴＯ）
ＰＳＢ／ＰＳＤＣ／ＰＳＬ／ＰＰ／ＰＲＴＢ／ＰＴｄｏＢ／ＰＰＳ／ＰＲ／ＰＳＣ／ＰＳＤ／ＰＴＣ／ＰＣｄｏＢ／ＰＶ／ＰＨＳ／ＰＴＮ／ＰＰＬ／ＰＭＮ／ＰＲＢ／ＰＴＢ（合計１９）

	州知事候補：　ジョゼ・レナト・カザグランデ現州知事（ＰＳＢ）

副知事候補：　ファブリシオ・ガンジーニ市議会議員（ＰＰＳ）
上院議候補：　ネウシマール・フラガ（企業家、ＰＶ）

	
「エスピリトサントの可能性（ＥＳＰＩＲＩＴＯ ＳＡＮＴＯ ＰＯＤＥ ＭＵＩＴＯ ＭＡＩＳ）」
ＰＴ／ＰＤＴ

	州知事候補：　ロベルト・カルロス州議会議員 (ＰＴ)
副知事候補：　セリア・タヴァーレス（教師、ＰＴ）
上院議候補：　ジョアン・コゼル候補（弁護士、ＰＴ）


（２）政治その他
クリヴェラ候補の発言を差別的として住民が非難





       2014/8/1
①ＴＶバンデイランテスのインタビューにおいてクリヴェラ候補が「バイシャーダ地域の生活改善をしなければ、同地域の住民がリオ市において犯罪を犯す」と発言、これを住民や人権団体が同地域の住民を犯罪者として一般化する差別的発言として非難した。同候補は州全体の公正な富の分配を訴えることが目的であったと弁明した。
②また、同候補はグローボのインタビューに答え同性愛者について「病気ではないが、罪ではある」との見解を示した。
クリヴェラ候補、LGBTの要求した覚書への署名を拒む




       2014/8/2
クリヴェラ候補は、性的マイノリティの人権保護を目的とした団体（ＬＧＢＴ）の要求した、性的マイノリティへの差別的処置を禁じる法令の施行を約束する覚書への署名を拒否した。同候補は同性愛者への偏見（ホモフォビア）には反対するとしながらも、自身の（プロテスタント福音派の）司教としての立場に言及し、（同性愛を罪と定める同候補所属教会の）布教活動がこのような法令により抑圧されることになるため、認めることは出来ないと述べた。
取材初日、各代表が政策をアピール







     2014/8/5
①ＴＶグローボの選挙特番の放送初日、ペザォン州知事はカブラル前州知事及び自身の政権で進めてきたファヴェーラ（スラム街）における平和維持部隊（ＵＰＰ）設置の成果をアピールするため、ファヴェーラ・ケネディを訪れた。ガロチーニョ連邦下院議員（元州知事）は、自身の政権時に設置した「公衆食堂」（Restaurante Popular: 格安（１レアル）で食事がとれる公共の食堂）で食事をとった。ファリアス候補はＵＰＰ及び治安政策に関する会合を開いた。クリヴェラ候補はリオ州内での平等な予算配分を主張し、また、自身が当選すればリオ市郊外を走る鉄道を地下鉄に建設し直すとの考えを示した。
②それぞれの候補が公表している、政治資金として集めた寄付金の額は、ファリアス候補が５２万５千レアル、クリヴェラ候補が２０万レアル、ガロチーニョ候補が３００万レアル、ペザォン候補は未公表。
ファリアス候補「ＵＰＰによる帳尻合わせにはブレーキをかけるべき」



     2014/8/6
①ファリアス候補は講演会にてＵＰＰの過剰な増加は治安政策の面で逆効果であり、また、州内全域のファヴェーラへのＵＰＰの設置も、財政的にみて持続可能ではないとの見方を示した。同候補によれば、ＵＰＰとは賊により征服されているファヴェーラに的を絞り設置するべきものであるとのこと。
②また、同候補はＰＭＤＢ（カブラル前州知事、ペザォン州知事）への批判も展開した。ＰＭＤＢリオ州支部はルセーフ大統領を裏切る可能性があり、信用が出来ないと述べた。また、同候補はＰＭＤＢは交通分野において「民間企業の御用聞き」と化しており、透明性を失っていると主張した。
③（同候補がリオ州での対応につき批判をしている）ルセーフ大統領との関係では、個人的な関係からルーラ前大統領の名前を自身の選挙キャンペーンの中で引用することが多いが、ルセーフ大統領をないがしろにするものではなく、大統領とも良好な関係にある旨述べた。
ガロチーニョ候補、リンス氏の禁固刑につき「迫害」と発言



　　2014/8/6
①ガロチーニョ候補は、自身が州知事を務めていた当時リオ州市民警察署長であったアルヴァロ・リンス氏が犯罪組織形成の罪で２８年の禁固刑を言い渡されたことについて、「迫害（perseguição）」との表現を使い批判。その後この発言はリンス氏を擁護してのものではなく、カブラル前州知事政権による自身と自身の政治グループに対する扱いを指してのことであったと訂正した。
②ガロチーニョ候補は、自身がＵＰＰ政策を廃止する考えであるという報道に対し、事実ではないとして否定。自身の方針はあくまで、現在のリオ州における治安政策を改善することであるとし、その上でＵＰＰの設置がすなわち「平定」（pacificação）につながるわけではない、との意味でのＵＰＰ見直しの発言であったと訂正した。
③同候補はもしも州知事に当選すれば、マラカナン・スタジアムの民営化に係る入札を取りやめ、再び州政府の管理下に戻すとの考えを示した。
票の名の下に、信仰批判






     2014/8/9
①クリヴェラ候補がガロチーニョ候補を（ガロチーニョ候補が自身が当選すれば「ＵＰＰを廃止する」と吹聴したことでファヴェーラの賊が勢いづいたとの主張から）ＵＰＰ設置区域における暴力増加の要因の一端であるとして批判したのに対し、ガロチーニョ候補はクリヴェラ候補に対し、「嘘は聖書の教えに反す」として反論。ＵＰＰを廃止するのではなく、より良いシステムに作り替えるとの自身の考えを示した。
②ガロチーニョ候補によれば、ＵＰＰにより警察の人員がリオ市に集まり周辺自治体の人員が少なくなる点は問題であるとして、自身の政権下ではこれを改善し、都市部に集まった警察人員を手薄になった地域に再配置するとのこと。また、改革の過程においてＵＰＰは自身の政権では「社会防御部隊」（Batalhão de Defesa Social）という呼称に変えるとした。
③クリヴェラ候補はプロテスタント福音派（ネオ・ペンテコステ派）「神の王国ユニヴァーサル教会」（Igreja Universal do Reino de Deus）の司教。一方ガロチーニョ候補は、プロテスタント長老派の信者として知られている。リオ州において３分の１を占めるプロテスタント層の宗教票を２人で奪い合う構図となっている。
ペザォン州知事、南東部における、少年法適用年齢の引き下げに言及


     2014/8/9
①ペザォン州知事はリオ州において、少年による凶悪犯罪が頻発している状況を背景に、いわゆる少年法の適用年齢にあたる１８歳から引き下げる可能性について言及した。州知事は、路上犯罪の多くは１８歳未満の少年が起こしており、一時的に拘束されてもすぐに釈放されてしまい、再び犯罪を犯すという悪循環に陥っていると主張する。
②州知事は州内全域にＵＰＰを設置すると主張している。リオ市だけでも１０００余りのファヴェーラがある中での実現可能性を問われると、州全域にはマレやロシーニャ、アレマォン地区のように規模の大きなファヴェーラは少ない（ため可能である）と答えた。
③１２億レアルを投じたマラカナン・スタジアムの改修工事について質問を受け、州知事は「工事費の水増しはしていない」と答えた。工事前に４人の世界的に著名な専門家を雇い評価してもらったところ、その全員が同スタジアムの状況を厳しく評価したことから、改修にかかる費用も高くなってしまった経緯があると説明した。
選挙裁判所、PMDBの選挙ポスターを押収






    2014/8/10
リオ市に本社を置き、リオ市やリオ州と契約関係にある、ハイ・レベル・サイン社（High Level Sign）は、選挙キャンペーン用の候補者ポスターの発行部数を偽装したとして、選挙資金流用の疑いで選挙裁判所からの捜査を受け、活動停止を命じられた。同社はペザォン州知事（ＰＭＤＢ）やペドロ・パウロ元リオ市官房局長（ＰＭＤＢ）をはじめその他ＰＭＤＢ及び同党の（リオ州選挙における）連立政党の候補者にポスターを提供していた。
ガロチーニョ候補「バンに自由を」






    2014/8/10ガロチーニョ候補は９日、自身が当選した場合、商用バンなどの（バスに代わる）交通手段を自由化するとの考えを示した。同候補によればリオ州では（州の道路交通課Ｄｅｔｒｏを指し）「交通マフィア」が幅をきかせており、商用バンの事業者を脅かしているという。発言はニロポリスにおける、これら商用バンの事業者代表との会合においてなされた。
ペザォン州知事とファリアス候補が鉄道に関し提案





    2014/8/12
1 ペザォン州知事は、本年１２月までに数カ所の鉄道路線の立体化が完了する旨発表した。
②ファリアス候補は、劣悪な運営状況にあるスペルヴィア社の鉄道を地下鉄（Metro）に建設し直す案を発表した。同候補は自身が当選すればこのための工事に４０億レアルを投資するという。しかし、何人かの専門家は予算、実現性の面で疑問を呈している。
初のテレビ討論会で批判の応酬







    2014/8/20
①１９日に初めて行われたリオ州知事選候補のテレビ討論会は、批判の応酬によって幕を開けた。特にペザォン州知事とガロチーニョ候補の間は互いを責め合った。
②治安対策について、軍警察（ＭＰ）と陸軍とのつながりを断つ、「非軍化」（desmilitarização）の提案（注：７月に行われた調査では、約７７％の軍警察所属の警察官がこの提案に賛成している）に関し、ペザォン州知事、ガロチーニョ候補、クリヴェラ候補が時期尚早であるとして否定的な見方を示した一方、ファリアス候補（自身が上院において非軍化に係わる法案を提出している旨強調）とＰＳＯＬのタリシジオ・モッタ候補（教師）（昨年６月の大規模抗議運動以来の国民からの要求であると主張）はそれぞれ、「非軍化」を支持した。
（３）社会
地下鉄4号線の掘削機、再稼動の時期未定






     2014/8/4
地下鉄4号線の掘削工事が行われているリオ市イパネマ地区では５月１１日深夜、工事の影響による地盤沈下が発生し掘削作業が停止していた。当初掘削機の再起動は７月２０日を予定していたものの、再調査の結果８月末に延期となった。ただ、これも再び延期となる可能性がある。住民はこれにより地価の低下を被るなどしており、不満を高めている。
建築関連で世界最大のイベントがリオで２０２０年開催




    2014/8/11
リオ市は他２候補地（メルボルンとパリ）をおさえ、国際建築家連合（ＵＩＡ）により３年ごとに開催されるＵＩＡ世界大会の第２７回大会（２０２０年）開催地として選ばれた。本発表は、第２５回が開催中であった南アフリカのダーバンにおいてなされた。ＵＩＡは世界の建築家を代表する組織として知られている。第２４回大会（２０１１年）は東京で開催。次回第２６回（２０１７年）はソウル。
サンタ・テレザの路面電車の試運転を開始






    2014/8/27
２０１１年に６人が死亡する脱線事故を起こして以来路面電車の運行を停止していたリオ市サンタ・テレザ地区に、新モデルの車両が到着した。州政府によれば、３０日間のテスト期間（走行はしない）を経た後、今年中にも４台の新モデル車両が走行を開始する予定である。これにより観光名所として人気のラパ水道橋の上を走る路面電車が復帰することになるものの、走行可能な区間は今のところ３キロメートル程であり、全区画の線路の完成は２０１５年末を予定している。
スペルヴィア社の鉄道駅でギャングが麻薬取り引き、従業員不在の駅も


    2014/8/31
①グローボ紙のジャーナリストは一週間の間、リオ市内を走るスペルヴィア社の鉄道を利用して取材を行ったところ、４３箇所で麻薬ギャング及び麻薬使用者を確認した。特に、サンタクルス(Santa Cruz)支線とベルフォルド・ロショ（Belford Roxo）支線が深刻な状況にあり、この２本の支線を合わせると、利用者は一日１２万８千人に上る。一部の駅ではプラットフォームで自由に麻薬の売買が行われていた。また、１６駅を麻薬ギャングがコントロールしている状況。
②スペルヴィア社の鉄道を運営するコンセッションの調査によれば、約４万人が麻薬ギャングが壁に空けた穴を入場料を支払わずに利用している。同コンセッションによれば、月平均４回、不定期のモニタリングを行っているが、逃げた麻薬ギャングは数時間後には戻り再び入り口を空けてしまうという。これによる損害は一日１２万８千レアルで、年換算すると４６００万レアルに上る。軍警察によると、８月は鉄道沿線において１６２人が逮捕された。
２．経済

（１）経済一般
6月のミナス州鉱工業売上高は前年同月比12.31%減、前月比7.12%減                      2014/8/6
   本調査はミナス州工業連盟（FIEMG）によるもの。なお、今年上半期（1～6月）は前年同期比6.64%減であった。要因は、サッカー・ワールドカップによる国内市場の低迷、銀行の貸し渋り、そして低成長下における消費マインドの低下であった。

（２）石油・天然ガス・石油化学・バイオ燃料   
ペトロブラスの今年上半期の純利益は前年同期比25%減の103.52億レアル　　 　　　　2014/8/9
   第2四半期は前年同期比21%減、前期比8%減の49.59億レアルで、市場予想の66～70億レアルを下回った。ちなみに、2013年第2四半期は62.01億レアル、2014年第1四半期は53.93億レアルであった。市場によると、その主な要因は燃料の価格の内外差（エネルギー業界のコンサルタント会社、ブラジル・インフラセンター（CBIE）によると、ディーゼルが12.6%、ガソリンが6.8%）と輸入増であった。なお、国内原油生産（日量）は、2013年12月の193.8万バレルより、2014年5月は198.5万バレル、6月は202.3万バレルへと増加しつつある。なお、2014年6月末時点の純債務額は、2013年末比9%増の2,413億レアルであった。
ペトロブラス、今年に入って既に3,102人を解雇　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013/8/12
   これは同社の希望退職制度による。同社は人員カットにより2018年までに約130億レアルのコスト削減を行う予定である。

第38回バイオディーゼル入札の落札量は6億2,570万リットル　　　　　　　　　　 　　　2014/8/15
   この入札は石油・天然ガス・バイオ燃料庁（ANP）が実施したもので、オファーされたバイオディーゼルの総量は7億3,700万リットル、総落札金額は12億900万レアルであった。また、1リットル当たり平均価格は1,913.70レアルであった。現在、ディーゼル油中のバイオディーゼル最低含有率は6%で、今回売買されたバイオディーゼルは今年9、10月に国内市場で消費される見込みである。
連邦年間予算法案（PLOA）によると、ペトロブラスの2015年の投資額は834億レアル
      2014/8/29
　　また、エレトロブラス（ELETROBRAS）は107億レアルで、国営企業全体では1,057億レアルであった。

ペトロブラス、上半期、多くの生産目標を達成出来ず                                             2014/8/29
   同社が従業員へ出した通知によると、上半期、原油生産は、目標が日量207.5万バレルであったところ、実際の生産量は194.7万バレルであった（但し、7月は前年同月比8.6%増の204.9万バレル）。精製量も、目標は209万バレルであったが、実際の精製量は前年同期比1%減の208万バレル、1バレルを生産する為のコストも、目標の32.6レアルに対し、実際には32.71レアルかかり、目標の多くを達成することは出来なかった。

（３）鉱物資源
   特になし。
（４）鉄鋼
   特になし。
（５）その他
南東部の自動車メーカー（トラック・バスを含む）、労働者をレイオフ（一時解雇）

 　　2014/8/6
   1～7月の自動車販売台数は前年同期比13%減で、今後も短期的には改善の見込みがないことから、今週、メルセデスベンツ（乗用車、バス、トラックを生産。工場はミナス州ジュイス・デ・フォーラ市（ベロオリゾンテ市の南257km。リオ市の北164km））は158名、マン・ラテンアメリカ （トラックを生産。工場はリオ州レゼンデ市（リオ市の北西165km））は100名、そしてイヴェコ（トラックを生産するフォルクスワーゲン子会社。工場はミナス州セッチラゴアス市（ベロオリゾンテ市の北西76km））は1,500名の労働者のレイオフを行うことを決めた。
財務省、エレトロブラス（ELETROBRAS）への65億レアルの貸し付けを承認  　　       2014/8/13
   内訳は、ブラジル銀行からが40億レアル、連邦貯蓄銀行（CEF）からが25億レアルである。資金は事業運営や投資の為に使用される予定である。

エレトロブラス、第2四半期に1億500万レアルの損失を計上                              2014/8/１3
   主な要因は、電力不足（貯水量確保の為、水力発電所での発電が十分行えなかった）により、同社はスポット市場で高価な電力を購入せざるを得ず（配電会社との契約を遵守する為）、これに20億レアルのコストがかかったことであった。第2四半期の部門別売上高は、発電部門は前期比6.3%減の53億レアルであったものの、送電部門は同2.9%増の11億レアル、配電部門は同21.3%増の15億レアルであった。ちなみに、同社の四半期別損益は、前年同期が1億6,400万レアル、前期が9億8,600万レアルの黒字（要因は、短期市場における配電会社の電力売却）であった。その為、上半期の純利益は、昨年の1億2,800万レアルに対し、今年は8億8,100万レアルと急増した。

電力調達コストの上昇（スポット市場の電力価格高）により、リオ市ライト（Light）電力会社の第2四半期純利益は前年同期比73.8%減の1,530万レアル                                         2014/8/１4
　　しかしながら、子会社であるミナス州電力公社（CEMIG）の第2四半期純利益は、余剰電力を市場で販売できたことから、前年同期比20.0%増の7億4,080万レアルに達した。なお、スポット市場の電力価格（MWh）は、2013年の250.58レアルより、今年第2四半期には680.20レアルにまで高騰した。

ベロオリゾンテ市の小売販売額、過去5年間で最低　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　2014/8/１5
   ベロ商店主会議所（CDL/BH）によると、ベロオリゾンテ市の今年上半期の小売販売額は過去5年間で最低の前年同期比1.9%増、前月比0.32%減であった。ちなみに、最近の上半期では、2010年は同6.1%増、2011年は同6.1%増、2012年は同6.8%増、2013年は同4.0%増であった。同会議所によると、サッカー・ワールドカップ効果により、バー、レストラン及びスポーツ用品の販売は良かったものの、その他多くの部門では販売が減少した。同会議所は、ベロオリゾンテ市の今年の予想小売販売額を前年比3.5%増としていたが、この程同2～2.5%へと下方修正した。

国立経済社会開発銀行（BNDES）の上半期の融資実行額は減少　　　　　　　 　　　　　2014/8/25
   前年同期比5%減の840.86億レアルであった。分野別では、インフラは前年同期の30.9%から36.8%へ、商業・サービス業も25.3%から27.8%へと増加したものの、鉱工業は32.9%から16.4%へ、農牧業は10.9%から9%へと減少した。なお、上半期の純利益は過去最高の54.71億レアルであったが、内21.48億レアルはBNDESParによるものであった。

エレトロブラス（ELETROBRAS）、ゴイアス州配電公社（CELG-D）の経営権を取得　　  2014/8/28
  同社はCELG-Dの普通株の51%を5,953万レアルで買収した。CELG-Dはゴイアス州全体の98.7%に相当する237市の261万人に対応しているが、財政難に陥っていた。電力監督庁（ANEEL）作成の2013年配電部門ランキングによると、サービスの質は全国最低であった。同社は、今後、CELG-Dに年間3億レアル規模の大投資を行い、配電網の強化と変電所の建設等に力を入れる予定である。

今年7月1日時点の予想人口は、リオ州が1,646万人（全国3位）、リオ市が645万人（同2位）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              2014/8/29
   これはブラジル地理統計院（IBGE）による。また、ミナス州は2,073万人（同2位）、ベロオリゾンテ市は249万人（同6位）で、エスピリトサント州は389万人（同14位）、ヴィトリア市は35万人であった。なお、その他、リオ州のサンゴンサロ市は103万人、（同16位）、ドゥケ・デ・カシアス市は88万人（同18位）、ノーヴァ・イグアス市は81万人（同23位）であった。
国道40号線（BR-040）のコンセッション落札コンソーシウムは国立経済社会開発銀行（BNDES）から9億6,575万レアルの資金を調達する見込み                                                2014/8/29
   これは国家陸運局（ANTT）が許可を出したものである。同国道は全長937kmで、ブラジリアからゴイアス州、ベロ大都市圏等を通り、ミナス州南部のジュイス・デ・フォーラ市までの計35市を繋ぐもので、今年3月にコンセッション入札が行われた。BNDESからの融資は道路の保守、回復、拡張の初期投資に利用される予定である。

ミナス州政府開発銀行（BDMG）、上半期の融資実行額は前年同期比25%増の11.2億レアル
2014/8/29
（了）

